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◆進路ガイダンス 

 5 月 30 日(火)に進路ガイダンスが開かれました。株式会社リクルートより佐藤健太様がいらっしゃり、今後の

進路選択についてアドバイスをいただきました。ガイダンスでは、世界には約 1 万 7000 種類もの仕事がある一

方で、自分が選択できることは「知っていること」からしか選べないとのお話がありました。そのため、主体的

に考え、行動し、「知らないこと」を「知っていること」へ増やしていくことが必要であるとおっしゃっていまし

た。コース・文理選択にも言えることですが、様々なことに興味を持ち、トライしてみることが大事だと思いま

す。そして、失敗した経験も次につながる糧となるはずです。 

 

◆コース・文理選択説明会 

 6 月 6 日(火)にコース・文理選択説明会が開かれ、各教科の先生方から 2 年次以降のコース選択や文理の選び

方について説明がありました。2 年次に向けて全員が進路や将来の目標によって文理選択をしたり、授業を選択

したりします。さらに、１～4 組の生徒は進路志望によってスタンダード探究コースとキャリア探究コースのど

ちらかを選択することになります。中には受験校を左右するものや、2・3 年の継続履修となっている科目もあり

ます。そのため、将来について現段階からしっかりと考え、自分のやりたいことや興味のあることを調べてみま

しょう。適性検査の結果や面接週間でのアドバイス等を通して、悔いのない選択をすることが重要です。 

 

◆校内環境整備 

    

6 月 12 日(月)に校内環境整備が行われました。１～４組はグラウンドの除草作業を、5 組は外周のゴミ拾いを

それぞれ担当しました。蒸し暑い天気の中、生徒たちのおかげでとてもきれいになりました。限られた時間では

ありましたが、熱心に取り組む生徒の姿に学校への愛を感じました。 

メジャーリーグで活躍する大谷翔平選手は、高校生の時に「運」を呼ぶための行動としてゴミ拾いをしていた

エピソードは有名です。その行動はメジャーリーグのグラウンドでも継続しており、非常に注目を集めました。

感謝されるため、褒められるためにするのではなく、自分の気持ちを高めるために無意識に行動できるようにな

るといいですね！  



◆生活時間帯調査 

６月 15 日(木)に生活時間帯調査を行いました。これは、生徒の日々の生活状況を把握するための調査です。 

1 学年の結果は以下の通りとなります。                        平均値【単位：時間】 

 
 睡眠時間の平均は 5 時間 21 分となっており、実は全学年の中で最も短い数字です。一方で、学習時間の平均

は 1 時間 10 分となりました。部活動等で忙しくなった影響かもしれませんが、期末考査前の数字としては少し

物足りなくも感じます。日々の予習・復習や課題提出をきちんとすることで、この数字はさらに伸びると思いま

す。また、テレビ等の時間とパソコン・スマホの時間を合わせると、ちょうど 3 時間となります。家庭学習の時

間と娯楽に費やす時間のメリハリをつけて、高校生らしい生活を送れるようにしましょう。 

 もうすぐ 1 学期も終わります。有意義な夏休みを過ごし、2 学期を素晴らしいものにするために、もう一度自

分の生活を見直してみましょう。 

 

◆1 学期期末考査 

 1 学期期末考査が 26 日(月)から始まりました。24 日(土)の考査前学習会では、93 名の生徒が休日ながら学校

に来て黙々と勉強に励んでいました。なかには、先生に質問にしたり友人どうしで教え合ったりする姿もあり、

今回の考査にかける熱意が伝わってきました。この後テストが返却されますが、点数に一喜一憂せずに間違えた

問題や苦手な教科の復習をして、今後の学習に活かしてほしいと思います。 

 

7 月の行事予定 

7 月 1 日(土) 進研模試 

   3 日(月) 登校指導(～5 日) 

   4 日(火) 思春期講座 

   7 日(金) 45 分授業 

  １１日(火) 40 分授業、生徒会役員選挙立会演説会 

  １２日(水) 40 分授業 

  １４日(金) タブレット補助金申込み締め切り、 

コース・文理選択締め切り 

  １８日(火) 第 1 学期終業式 

  １９日(水) 夏季休業(～8 月 24 日)、GTEC 

  ２６日(水) 体験入学 

できるかどうか分からないよう

な試みを、成功させるただ 

ひとつのものは、まずそれがで

きると信じることである。 

ウィリアム・ジェームズ(哲学者) 

最近登下校中の事故が増えています。曲がり角や細い道

では十分注意しましょう。また、自転車はときに加害者

となることがあります。交通ルールを守り、安全に乗り

ましょう！ 
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